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【公表番号】特表2011-520991(P2011-520991A)
【公表日】平成23年7月21日(2011.7.21)
【年通号数】公開・登録公報2011-029
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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 413/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/501    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/26     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 413/14    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/501   　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/26    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月17日(2012.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化合物：６－｛２－［１－（６－メチル－３－ピリダジニル）－４－ピペリジニル］エ
トキシ｝－３－エトキシ－１，２－ベンズイソキサゾールビス－リン酸二水素塩（１：２
）。
【請求項２】
　２θピークが、３．３°、６．７°、１２．８°、１３．３°、１４．１°、１９．２
°、２０．０°、２１．１°及び２２．４°のＸ線粉末回折パターンを有する、請求項１
に記載の化合物：６－｛２－［１－（６－メチル－３－ピリダジニル）－４－ピペリジニ
ル］エトキシ｝－３－エトキシ－１，２－ベンズイソキサゾールビス－リン酸二水素塩（
１：２）。
【請求項３】
　本質的に結晶である、請求項１又は請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
　生理的に許容される溶媒和物又は水和物の形態である、請求項１から３のいずれかに記
載の化合物。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれかに記載の化合物から本質的に成る混合物。
【請求項６】
　請求項１から４のいずれかに記載の化合物を、１種又は複数の医薬として許容される担
体と一緒に含む医薬組成物。
【請求項７】
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　さらにグルコースを含む、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　経口送達用に製剤化されている、請求項６又は請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　鼻腔内送達用に製剤化されている、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　請求項１から４のいずれかに記載の化合物、又は請求項６から９のいずれかに記載の医
薬組成物を含む、ピコルナウイルス感染症を処置又は予防するための医薬。
【請求項１１】
　ピコルナウイルス感染症が、ヒトライノウイルス（ＨＲＶ）である請求項１０に記載の
医薬。
【請求項１２】
　ピコルナウイルス感染症を処置又は予防するための医薬の製造における、請求項１から
４までのいずれか一項に記載の化合物の使用。
【請求項１３】
　ピコルナウイルス感染症が、ヒトライノウイルス（ＨＲＶ）である、請求項１２に記載
の使用。
【請求項１４】
　６－｛２－［１－（６－メチル－３－ピリダジニル）－４－ピペリジニル］エトキシ｝
－３－エトキシ－１，２－ベンズイソキサゾールを、約２モル当量のリン酸と接触させる
ステップを含む、請求項１又は請求項２に記載の化合物の生成方法。
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